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連結業績予想の修正に関するお知らせ

　　最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年10月16日に公表した平成22年３月期（平成21年４月１日～

　平成22年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

　
記

　１．平成22年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想(Ａ) 477,000     △5,000     △5,500     △7,000     △25.23     

今回修正予想(Ｂ) 435,000     △30,000    △28,000    △22,000    △79.30     

増減額(Ｂ－Ａ) △42,000    △25,000    △22,500    △15,000    

増減率(％) △8.8       ─  ─  ─  

(ご参考) 前 期 実 績
(平成21年３月期)

518,036     4,016       △1,442     △23,149    △83.62     

　２．修正の理由

以　　上

＜業績等の予想に関する注意事項＞
　この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定して
おりますが、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等は様々な要因により、この資料
に記載されている予想とは異なる場合があることをご承知おきください。

　売上高は、携帯電話の国内向け想定シェア未達、海外向け投入遅れ、また、デジタルカメラの
海外向け販売台数見直し等により、前回予想を下回る見通しとなりました。
　損益は、携帯電話の売上計画修正に伴う影響、国内向け開発計画変更に伴う損失、海外向け新
製品投入遅れに伴う追加費用・在庫評価損、また、次期V字回復に向けた新規事業及びデジタルカ
メラを中心としたエレクトロニクス機器への先行投資等により、前回予想を下回る見通しとなり
ました。


